
 

 

 

 

「気づき・考え・行動する」人でありたい 

６月１日の学校再開から、およそ一ヶ月が経ち、感染症と熱中

症の予防対策に取り組みつつ、学校としての諸活動を進めること

ができています。先週末の 19 日には生徒会によるＪＲＣ登録式

を行いました。例年であれば全校生徒が体育館に集合して行うの

ですが、今年度は、放送室から生徒会本部役員によるあいさつが

あり、『橋北中学校はＪＲＣ（青少年赤十字）に加盟しており、

毎年このような登録式を行っています。ＪＲＣの態度目標である

「気づき・考え・実行する」精神を大切にして、様々な活動を行

っています。』と伝え、この内容に続けて、下校時のあいさつ運

動や交通ルールを守る呼びかけ、橋北中いじめ防止強化週間の取

組など、具体的な活動紹介がありました。最後に、生徒会役員の

リードで、全校生徒で「青少年赤十字」の誓いの唱和を行いまし

た。「ちかい」は、生徒の態度目標となるように、校内の複数個所

に常時掲示して意識付けを図っています。橋北中学校の生徒の皆

さんには、ＪＲＣや生徒会活動のみならず、普段の生活の中で、

「気づき・考え・行動する」精神を大切にしてほしいです。 

昨年度末の３月から今年度５月までは、臨時休業や分散登校をはじめ、学校行事・活動の変更、

日常生活そのものの変化などがあり、それぞれに対応しなければならない状況となりました。その

中で、友だちとのかかわりの大切さ、日常生活の大切さに気付くことも多くあったのではないでし

ょうか。朝の読書や学習から始まる学校生活、毎時間の授業、委員会活動や係活動、友だちと過ご

す休み時間、部活動…この繰り返しの中で、さまざまな「気づき」があると思います。そして、そ

の「気づき」を、より良く生きるために、どう生かしていっ

たらよいかを「考え」、考えたことを「行動・実行する」。そ

のような日々を送ることのできる私でありたいと願います。 

４月のはじめに、「日々の生活そのものの中に学びがある」

「学ぶことを大切にしてほしい」と伝えました。今後も先の

予測できない状況は続きますが、心も体も成長する中学生だ

からこそ、目の前の一つ一つを積み重ねていく毎日の中で、

ややもするとこれまでに見過ごしがちだったことも大切に

↑認証式も今年は各教室で行いました。  して、自分の力にしていきましょう。 
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健康に、安全に 過ごそう！  学校での新しい

生活様式も、少しずつ定着しつつあります。朝

の健康観察と換気、手洗い等の励行とともに、

熱中症対策も重要です。７月末まで続く１学期、

その先の夏季休暇も、健康に過ごせるように、

一人ひとりが予防行動を心がけましょう。また、

安全な登下校が課題となっています。橋北中学

校の校区は、官公庁や企業、商店や駅などがあ

り、生徒の登下校時間帯には、実に多くの人や

車が通行します。そこを通行する一人として、

交通ルールとマナーをしっかりと守り、安全に

登下校できるようにしましょう。一人の配慮の

ない行動が、橋北中学校の生徒全体の姿ととら

えられることもあり、思いがけない事故につな

がることもあります。一人ひとりが自分自身と

周囲を通行する人々の安全のために、きちんと

配慮し、「気づき・考え・行動する」橋北中学

校の生徒であってほしいと願います。 

    気持ちの良い あいさつを 交わそう 
「おはようございます！」という声に出会うと、明るい気持ちで一日が始まります。校内を歩い 

ているときも、会釈をしたり、「こんにちは！」と声をかけたりしてくれる生徒がたくさんい 

ます。さまざまな方が来校されますが、職員室に入室する生徒の様子に触れて「すばらしいで 

すね」とほめていただくことがありました。このような姿を、みんなで大切にしていきましょう。 

ご理解とご協力を 橋北中学校正門前道路は、7:30～8:30 の間「歩行者用道路」です。 

左の写真のとおり、橋北中学校横の歩道橋から中学校方向に入る道

路は、朝の通学時間帯（土日休日を除く 7:30～8:30）は歩行者用道路

となっています。この時間帯は、原則、歩行者と自転車のみ通行可能

です。通学時間帯には、橋北中の生徒と南立誠小の児童が、徒歩およ

び自転車でたくさん通行する場所であるため、このような対応になっ

ていると考えます。橋北中学校職員の車両をはじめ、乗り入れを認め

られた車も、歩行者等に留意し、徐行しながらの通行を求められます。 

保護者の皆様には、この状況をご理解いただき、お子さんのケガ等

のために学校へお送りいただく場合を除き、できるかぎりこの時間帯

の正門前道路への車両乗り入れをお控えくださるようお願いします。 


